
初
期
の
名
田
に
つ
い
て

第
十
八
巻
　
第
二
號
　
　
三
七
二

羅

纂

初
期
の
名
田
に
つ
い
て

清

水

三

男

　
　
　
　
剛

　
鎌
倉
時
代
の
土
地
關
係
の
文
書
を
見
て
み
る
と
屡
々
「
何
々
名
」

と
呼
ぶ
田
畠
を
み
か
け
る
し
、
又
室
町
時
代
の
農
村
關
係
の
史
料

を
讃
ん
で
み
る
と
、
名
主
百
姓
と
か
名
主
沙
汰
入
と
い
ふ
言
葉
が

出
て
く
る
。
こ
の
や
う
に
「
名
」
な
る
も
の
は
中
世
に
於
い
て
至
る

所
に
見
る
事
の
煎
豆
る
極
め
て
あ
り
ふ
れ
た
存
在
で
あ
る
。
然
も

其
性
質
は
未
だ
充
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
み
な
い
。
殆
ん
ど
明
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

中
期
に
小
宮
山
豊
艶
氏
が
「
名
田
考
」
を
書
か
れ
て
以
來
、
特
別
の

護
展
を
み
な
い
三
態
に
あ
る
。
中
世
の
土
地
問
題
を
や
れ
ば
、
必

ず
目
に
つ
く
此
「
名
」
が
ど
う
し
て
此
襟
に
等
閑
視
さ
れ
た
の
か
。

思
ふ
に
、
…
從
來
の
研
究
家
が
貴
族
の
政
治
に
興
味
を
持
ち
、
薙
園

と
い
へ
ば
先
づ
配
本
所
領
家
庭
係
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
ふ
風
に

其
鋤
簾
の
内
的
方
面
よ
り
も
、
外
廓
的
な
形
式
的
な
方
颪
に
注
意

を
傾
け
で
る
た
事
と
、
荘
園
内
部
の
研
究
に
興
味
が
向
け
ら
れ
て

來
て
も
、
名
田
は
開
墾
者
の
私
田
で
あ
る
と
い
ふ
定
設
に
支
配
さ

れ
、
其
田
は
一
般
の
田
畠
と
は
異
る
所
の
極
め
て
特
殊
な
性
質
の

も
の
で
あ
ら
う
と
漠
然
考
へ
た
事
、
此
の
二
の
原
因
か
ら
此
問
題

へ
の
關
心
が
持
た
れ
な
か
っ
た
で
あ
る
。

　
併
し
名
田
は
先
に
も
述
べ
た
如
く
、
鎌
倉
以
後
到
る
所
に
散
見

し
、
中
世
纏
濟
史
家
に
と
っ
て
、
看
過
し
得
な
い
性
質
を
持
っ
て

（IS6）



P

現
は
れ
て
く
る
。
荘
園
全
禮
が
幾
つ
か
の
名
か
ら
成
立
っ
て
る
る

も
の
も
出
て
く
る
し
、
名
主
を
補
任
す
る
蕪
園
領
圭
の
下
文
も
畿

　
　
　
　
　
②

見
さ
れ
る
し
，
決
し
て
荘
内
の
特
別
地
隆
で
な
い
事
が
分
っ
て
來

た
。
か
く
て
「
領
圭
と
農
民
の
間
に
名
主
階
級
が
介
在
し
た
。
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

主
は
小
地
主
で
あ
り
、
武
士
で
あ
る
。
」
と
の
設
が
現
は
れ
た
。
今

や
名
田
は
從
來
の
読
の
や
う
に
、
特
殊
な
存
在
で
は
な
く
、
蕪
園

と
同
様
，
中
世
肚
會
経
濟
組
織
の
根
幹
を
な
す
も
の
と
な
り
來
つ

た
。　

荘
園
が
多
種
多
様
の
形
を
持
ち
、
其
本
質
に
於
い
て
も
攣
遷
の

歴
史
が
あ
る
如
く
、
名
田
も
亦
時
と
所
に
於
い
て
特
殊
性
を
も

魎
蕩
性
質
を
一
蓬
べ
李
譲
小
稿
の
よ
く
す
畠
で
な

い
。
こ
義
に
於
い
て
は
僅
か
に
其
が
史
料
に
見
ら
れ
る
早
い
時
代

の
も
の
に
つ
い
て
の
べ
、
特
に
名
田
研
究
の
進
展
を
妨
げ
て
み
た

開
墾
起
源
読
の
批
判
に
力
を
養
し
た
い
。

＠＠＠＠
國
學
院
編
「
法
制
論
纂
」

拙
稿
「
中
世
に
於
け
る
若
狡
太
良
荘
の
農
民
」
歴
史
と
地
理
骨
九
巻

四
三
「
中
世
に
於
け
る
播
磨
矢
野
庄
」
同
誌
漕
巻
三
二

彿
田
國
男
氏
「
日
本
農
畏
更
」
玉
泉
大
梁
氏
「
室
町
晴
代
の
田
租
」

牧
健
二
藍
蝋
一
－
「
撮
關
家
の
大
番
優
と
和
泉
國
大
鳥
庄
」
歴
更
と
地

初
期
の
名
田
に
つ
い
て

理
瞥
巻
二
號
に
於
い
て
に
、
名
主
に
名
田
の
持
主
と
い
ふ
涌
貨
説
を

認
め
て
ゐ
ら
れ
ろ
が
、
「
撮
關
家
の
大
番
役
及
び
大
番
頗
の
研
究
」

史
林
十
七
巻
四
號
に
に
、
名
主
が
攣
っ
て
も
、
名
田
の
名
が
攣
ら

な
い
事
を
指
摘
し
、
名
田
ば
簡
羅
に
名
主
の
私
頗
と
に
い
へ
な
い

と
此
問
題
に
宿
し
雲
影
な
態
度
た
取
っ
て
ゐ
ら
れ
ろ
。
是
に
當
然

な
事
で
、
封
建
肚
會
に
あ
っ
て
に
、
地
算
に
常
に
下
に
回
し
て
に

主
人
と
し
て
、
上
に
謝
し
て
匡
臣
と
し
て
の
隷
騰
醜
係
な
結
ん
で

ゐ
六
も
の
で
、
決
し
て
輩
な
る
私
田
ほ
霧
在
し
な
か
つ
象
。
小
地

主
と
錐
も
封
建
的
な
力
な
分
有
し
、
其
の
中
か
ら
大
軍
主
に
迄
庇

長
ず
る
者
を
生
み
、
お
互
ひ
の
聞
に
も
亦
隷
屡
關
係
為
鱗
成
し
表

名
圭
の
二
二
［
に
．
も
宜
ハ
間
凹
の
獲
展
に
懲
じ
距
礎
化
た
持
つ
べ
き
で
、

之
た
一
つ
の
定
義
に
よ
つ
て
、
一
色
に
塗
り
潰
す
事
巨
不
可
能
で

あ
る
。

　
　
　
　
二

　
開
墾
看
の
名
を
付
し
て
呼
ぶ
私
田
を
名
田
と
い
ふ
と
い
ふ
読
は

庄
園
の
所
有
者
が
墾
田
で
あ
る
事
を
工
匠
利
の
理
宙
と
し
た
と
嗣

檬
、
名
主
が
其
の
模
利
を
主
張
す
る
爲
の
根
糠
と
し
て
、
先
麗
開

養
の
私
領
な
り
と
稻
し
た
の
を
週
明
に
信
用
し
た
の
で
あ
り
、
叉

唄
方
徳
川
時
代
の
新
田
開
嚢
に
於
い
て
、
開
肖
者
の
名
を
其
田
に

付
し
て
呼
ん
だ
實
例
か
ら
類
推
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
其
は
決
し
て

名
田
嚢
生
當
時
の
文
言
に
就
い
て
研
究
し
た
上
の
結
論
で
は
な

第
十
入
巷
　
第
二
號
　
　
三
七
三

（ユ87）



　
　
　
　
初
期
の
名
田
に
つ
い
て

い
。
且
、
た
と
へ
其
説
が
二
っ
て
る
た
と
し
て
も
、
開
墾
田
が
ど

う
し
て
私
田
と
な
っ
た
か
と
い
ふ
事
を
明
ら
か
に
し
な
い
。

　
私
は
先
づ
名
田
が
歴
史
の
上
に
盛
ん
に
見
ら
れ
る
に
至
っ
た
頃

の
實
例
に
就
い
て
具
三
三
に
研
究
し
て
後
、
其
笹
生
に
關
し
て
の

問
題
に
及
び
た
い
と
思
ふ
。

　
注
進
　
水
間
御
亭
當
年
内
検
帳
丸
目
録

　
　
合
水
田
四
町
四
段
値
捌
拾
歩

　
豊
田
一
町
二
段

　
　
沸
三
田
一
反
　
八
幡
宮
田
「
反
　
庄
磐
田
二
反
　
庄
司
田
五

　
　
　
　
　
　
　
三
力

　
　
反
職
工
田
□
反

　
定
田
三
町
二
反
百
八
十
歩
　
分
米
六
会
五
升
　
但
升
八
合

　
助
正
名

　
　
在
添
上
郡
四
石
原
二
反
　
野
中
三
反
　
無
頼
山
一
反
　
八
幡

　
　
庄
司
田
五
反

　
　
　
　
已
上
一
町
二
反

　
、
定
田
鳳
反
　
分
米
二
升

　
國
持
名

　
　
添
上
郡
柴
本
二
回
忌
九
中
切
二
反
　
十
四
宗
持
一
反
　
思
事

　
　
　
　
　
第
十
八
巻
　
第
二
號
　
　
三
七
四

　
嚇
反
　
　
八
幡
…
出
二
反
　
　
十
六
冤
山
西
邊
三
反

　
　
　
已
上
九
反

　
定
田
七
反
　
分
米
一
斗
四
升

快
櫓
名

　
添
上
郡
一
段
多
木
三
反
六
十
渉
　
十
六
発
山
二
反
小
　
十
七

・
阪
本
二
反
荒
艦
齢
二
反
鍵
田
五
反
孚
分
米
一
斗
唱
升

守
永
名
．

　
添
上
郡
二
大
田
五
反
　
五
葦
原
一
反
　
十
六
免
山
西
一
反

　
庄
司
田
五
反
　
神
田
一
反

　
　
　
已
上
一
町
三
反

　
定
田
五
反
　
分
米
一
斗

助
貞
名
、

　
添
上
郡
二
｛
尚
m
田
六
反
　
　
十
五
大
一
出
一
果
西
三
反
　
淋
臓
工
田
四
一
反

　
　
、
已
上
一
町

　
定
一
出
八
段
　
　
分
米
一
斗
六
升

國
永
名

　
添
ト
山
郡
【
二
長
船
什
ニ
ニ
反
　

九
中
［
〕
｝
四
一
反
　

レ
†
山
ハ
発
・
山
西
二
反

　
谷
地
一
反
　
霊
堂
五
反

（エss）



　
　
車
田
五
反
分
米
剛
斗

　
細
注
佃
野
例
内
検
帳
注
進
如
件

　
　
久
安
六
年
十
一
月
菅
八
B
　
　
　
　
御
使

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
　
庄
司

　
右
の
文
書
に
見
え
る
如
く
、
此
庄
は
各
々
約
一
町
の
廣
さ
を
も

つ
名
撒
個
よ
り
成
り
、
除
田
邸
ち
庄
民
に
騰
し
な
い
、
庄
園
主
直

薦
の
地
も
各
名
の
中
に
配
當
さ
れ
て
る
る
。
郎
ち
名
田
を
基
本
輩

位
と
し
て
蕪
園
が
成
立
っ
て
る
て
単
性
で
は
名
田
は
決
し
て
特
別

の
田
畠
で
は
な
い
。
添
上
郡
三
と
か
九
と
か
記
し
て
み
る
数
字
は

條
里
欄
の
坪
撒
を
示
す
も
の
で
、
此
等
の
田
が
元
來
融
く
公
田
で

あ
っ
た
事
を
想
像
せ
し
め
る
。
例
へ
ば
東
大
寺
領
伊
賀
國
黒
田
庄

出
作
の
地
は
、
庄
民
が
公
田
を
侵
略
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
之
が
叉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

員
名
の
田
と
呼
ば
れ
た
の
で
、
東
大
寺
文
書
京
大
影
窮
本
1
1
1
6

1
官
勘
歌
調
に
は
癒
徳
三
年
源
秀
名
出
作
官
物
結
解
井
返
抄
案
、

寛
治
三
・
四
・
五
・
嘉
保
元
長
治
元
嘉
承
二
井
七
箇
年
名
名
同
返
抄
案

等
の
寺
家
所
進
丈
書
名
が
見
え
、
同
文
書
1
1
脳
に
は
重
則
名
・

念
光
名
・
徳
丸
名
・
支
清
名
等
の
官
米
代
牧
納
の
返
抄
が
残
さ
れ
て

み
る
。

初
期
の
名
田
に
つ
い
て

黒
田
御
杣
出
作
負
名
稻
吉
解
　
申
請
　
本
寺
　
政
所
裁
事

　
　
請
殊
蒙
　
恩
裁
令
聞
案
内
於
伊
賀
守
殿
給
任
先
例
被
停
比
寺

　
　
家
員
田
難
公
事
歌

　
　
　
　
左
簗
瀬
村

右
謹
機
案
内
稻
吉
名
者
御
庄
下
司
是
頼
負
田
得
丸
名
也
、
而
是

　
頼
死
去
之
後
改
號
稻
吉
也
、
件
名
在
簗
瀬
村
御
杣
出
作
名
々
其

撒
多
難
在
件
村
ロ
ハ
稻
吉
一
名
猫
被
停
比
翼
條
未
知
其
理
尤
爲
大

　
愁
抑
御
軍
與
件
村
婦
河
相
隔
往
反
不
測
幽
翠
村
構
作
田
屋
因
之

　
御
庄
田
堵
等
出
居
還
送
也
依
非
李
民
公
田
之
員
名
所
被
申
下
宣

旨
者
專
雰
庄
馬
鐸
任
先
例
楼
閣
弓
弩
公
事
樺
桜
被
聞
申
國
司
於

　
官
物
者
御
寺
御
封
便
補
図
像
理
工
先
例
緋
濟
車
庫
側
注
在
献
謹

　
解

　
　
嘉
保
三
年
七
月
世
三
日
　
　
　
　
　
稻
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刀
禰
小
野
頼
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
三
三
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
出
作
の
名
は
公
田
同
襟
の
田
租
を
國
衛
に
納
め
，
雑
公
事
発
の

み
を
得
た
。
難
公
事
発
の
代
り
に
保
護
關
係
に
立
つ
庄
園
領
圭
に

難
役
を
勤
仕
し
た
。
水
間
杣
の
反
別
二
升
と
い
ふ
諄
い
所
當
も
恐

　
　
　
　
　
　
第
十
入
巷
　
第
二
號
　
　
三
七
五

（189）



　
　
　
　
　
初
期
の
名
田
に
つ
い
て

ら
く
元
來
は
田
租
で
は
な
く
、
寺
家
へ
の
雑
役
は
遡
る
も
の
で
あ

っ
た
ら
う
。
（
導
車
に
封
ず
る
田
租
牧
納
は
や
が
て
寺
家
の
威
を
借

っ
て
納
め
な
く
な
る
の
が
常
で
あ
っ
九
か
ら
。
）
保
元
元
年
閏
九
月

十
八
日
の
宣
旨
に
「
號
加
納
穗
出
作
本
発
之
外
押
領
公
田
暗
減
奪

聖
心
拝
厚
物
（
中
略
）
兼
細
糸
騰
歯
入
郡
司
百
姓
補
庄
官
定
審
入
恣

募
名
田
遁
避
課
役
云
々
」
と
い
っ
て
み
る
事
に
よ
っ
て
，
こ
の
現

象
が
全
國
的
に
流
行
し
た
事
が
傭
ら
れ
よ
う
。
長
和
四
年
播
磨
國

有
年
庄
が
図
題
を
以
て
、
庄
司
八
人
寄
人
四
十
一
人
の
臨
時
課
役

を
免
除
さ
れ
趣
き
も
亦
些
例
で
あ
る
。
（
朝
野
完
載
）
寄
人
集
來

は
荘
官
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
が
、
果
し
て
四
十
一
入
も
の
庄
官

が
必
要
で
あ
っ
た
ら
う
か
。
先
の
宣
旨
に
寄
人
を
定
め
て
名
田
を

募
る
と
あ
る
事
と
比
考
す
れ
ば
、
此
場
合
の
寄
人
は
、
蕪
務
を
と

る
事
を
名
と
し
て
、
自
己
の
所
有
す
る
田
を
名
田
と
し
、
課
役
を

発
れ
ん
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
黒
田
庄
出
作
幕
見
の
百
姓
は
、
先
掲
稻
吉
妻
崎
に
田
堵
と
も
稔

し
、
東
寺
百
合
文
書
掠
置
引
テ
ノ
五
班
所
牧
の
康
和
五
年
大
國
庄

　
　
　
　
　
　
　
　
無
オ

…
田
堵
等
解
歌
に
祭
山
車
御
名
田
堂
…
本
名
題
が
ふ
の
り
、
上
醍
醐
…
難
累
畢
記

巻
二
笠
取
秘
話
車
検
取
帳
に
田
堵
麗
麗
々
と
し
て
重
方
以
下
の
名

　
　
　
　
　
　
第
十
入
谷
　
　
第
二
號
・
　
　
一
二
七
山
ハ

を
列
記
し
て
み
る
事
か
ら
み
る
に
、
田
堵
も
亦
名
田
の
所
有
者
を

指
す
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
若
し
此
事
が
正
し
い
と
す
れ
ば
，
延

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

長
二
年
八
月
七
日
東
寺
忍
法
供
家
牒
－
大
山
庄
の
庄
官
庄
子
の
盤

竪
樋
を
國
衙
に
要
求
し
た
も
の
一
に
、
庄
子
田
刀
偲
李
基
と
あ
る

も
の
は
名
主
獲
生
の
早
い
一
例
と
な
る
で
あ
ら
う
。
承
李
二
年
九

　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

月
量
百
の
丹
波
國
牒
の
中
に
「
，
付
徴
騒
々
堪
百
姓
等
名
、
方
今

卒
秀
等
身
堪
岡
俗
、
加
之
電
蓄
依
成
申
件
調
絹
。
付
申
播
本
帳
李

秀
勢
州
等
価
各
誌
丈
者
爲
合
一
進
件
絹
罷
向
李
秀
等
私
宅
云
々
」

と
あ
る
が
．
此
は
大
山
庄
が
ま
だ
國
衙
に
細
し
輪
租
の
地
で
あ
っ

た
の
で
、
國
衙
は
年
貢
を
撫
す
能
力
の
あ
る
李
秀
等
に
之
を
徴
し

た
が
，
李
秀
は
米
の
代
の
・
に
調
絹
で
納
め
た
い
と
請
う
た
。
そ
こ

で
二
丈
宛
を
課
し
た
が
之
も
年
無
し
た
の
で
，
釣
魚
が
寺
に
納
め

た
分
を
差
抑
へ
た
事
に
つ
き
東
寺
に
近
し
國
司
側
が
辮
明
し
て
み

る
文
書
で
、
租
の
員
櫓
者
が
全
て
の
百
姓
で
は
な
く
、
堪
百
姓
で

あ
っ
た
事
が
見
ら
れ
る
。
此
の
堪
百
姓
は
庄
子
田
刀
で
、
恐
ら
く

連
盟
に
不
堪
百
姓
を
隷
…
從
さ
せ
て
る
た
事
で
あ
ら
う
。
次
に
か
、

る
隷
属
關
係
を
窺
は
し
め
る
一
例
を
示
さ
う
。

　
越
後
國
石
室
庄
前
司
解
　
申
請
　
本
寺
政
所
裁
事
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言
上
習
々
難
事

　
｝
講
被
講
習
住
人
古
志
得
延
宝
條

　
右
件
得
延
元
者
落
去
永
承
七
年
衆
愚
爲
御
庄
司
、
罷
下
之
間
、

　
庄
務
執
行
之
裡
、
件
得
延
兼
算
点
点
、
捧
名
簿
從
比
郷
來
伺
伍

　
來
住
、
成
田
堵
、
朝
夕
召
仕
羊
歯
（
中
略
）
爲
不
随
地
子
、
喜
怒

差
信
濃
國
撒
多
百
姓
諸
共
逝
去
者
，
意
馬
且
搦
留
、
且
地
子
辮

　
濟
搦
留
を
所
訴
申
也
者
注
子
細
右
上
如
件

　
一
（
中
略
）

　
一
去
年
御
庄
田
地
子
沙
汰
條

　
右
件
御
地
子
須
先
辮
進
之
虚
、
任
去
年
御
下
丈
之
旨
、
招
転
置

　
入
、
從
隣
國
天
令
開
嚢
荒
田
之
間
、
得
延
齢
癬
三
□
像
地
子
物

を
斤
豊
農
料
所
耕
作
開
田
當
蘇
丁
也
（
下
略
）

　
一
瓢
同
三
年
地
子
條

毒
盟
子
（
中
略
）
於
欝
浪
人
蔑
恐
　
渠
國
繋
試
歩

　
田
（
下
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
　
　
天
喜
五
年
十
二
月
十
九
日
　
　
　
　
大
法
師
（
花
押
）

　
文
意
や
Σ
通
じ
難
き
も
、
大
藩
田
堵
得
延
が
庄
司
と
雫
っ
て
、

隣
國
か
ら
此
庄
の
開
獲
に
招
致
さ
れ
て
み
た
浪
人
を
牽
み
て
逃
路

　
　
　
　
初
期
の
名
田
に
り
い
て

っ
た
事
件
と
解
せ
ら
れ
る
。
田
堵
が
庄
司
に
干
し
て
名
簿
を
捧
げ

朝
夕
召
仕
へ
た
鮎
よ
り
す
れ
ば
、
封
建
的
隷
属
者
で
あ
る
が
、
庄

司
と
雫
ひ
多
く
の
百
姓
を
負
差
し
乍
ら
逃
返
っ
た
方
か
ら
す
れ
ば

彼
自
身
百
姓
に
評
し
て
は
主
入
で
あ
っ
た
。
寄
人
名
主
も
亦
此
の

田
堵
と
同
異
、
庄
園
主
に
は
等
量
し
た
が
、
同
時
に
階
下
に
百
姓

と
隷
属
せ
し
め
て
み
た
と
考
へ
ら
れ
る
。
さ
れ
ば
名
主
は
蕪
園
圭

に
饗
し
て
は
又
作
人
と
平
し
た
揚
合
か
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
。
邸

ち　
謹
辞
　
請
申
東
大
寺
御
領
忍
事

　
　
合
凱
町
五
段
武
州
擁
拾
歩

　
　
　
在
囁
津
國
島
上
郡
水
成
瀬
村

　
　
　
　
二
徳
目
里
九
坪
一
反
　
（
中
略
）

　
右
件
御
領
田
年
來
作
手
也
、
伍
弾
碁
申
如
、
鴬
声
於
御
地
子
者

　
随
見
作
可
癬
進
之
、
側
注
事
業
以
解

　
　
寛
治
五
年
四
月
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
貞
署
）
⑦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
左
近
衛
將
老
中
臣
「
近
支
」

　
右
の
文
書
に
見
る
如
く
、
左
近
將
曹
差
響
某
が
其
田
地
を
作
手

と
言
っ
て
み
る
の
は
、
地
主
の
荘
園
主
に
封
ず
る
身
分
關
係
か
ら

　
　
　
　
　
　
第
十
入
巷
　
第
二
號
　
　
三
七
七
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初
期
の
名
義
に
つ
い
て

さ
う
言
っ
て
み
る
の
で
、
彼
自
ら
耕
し
た
と
は
考
へ
難
い
。

＠＠＠＠＠＠＠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ

東
大
寺
丈
書
京
大
影
回
本
四
十
五
懸
1
2
4
5
1

同
書
三
燈
1
1
鵬
2

兵
旧
記

大
日
本
史
料
延
長
二
年
維
載

同
書
承
亭
二
年
雑
載

京
大
藏
東
大
壽
文
書
H
5
1

東
大
寺
丈
書
影
・
霧
本
滑
七
燈
王
2
1
3

三

　
以
上
粥
覚
し
た
史
料
を
総
括
し
て
考
察
す
る
に
、
李
安
朝
初
期

に
あ
っ
て
は
，
既
に
堪
百
姓
と
不
堪
百
姓
が
存
在
し
、
堪
百
姓
は

田
堵
・
庄
子
・
国
入
と
探
し
て
國
役
免
除
を
得
て
み
た
が
、
未
だ
名

田
と
樗
す
る
も
の
は
一
般
的
に
は
見
ら
れ
な
い
。
李
安
中
期
以
後

地
方
地
主
が
其
土
地
を
構
勢
に
寄
進
し
て
、
自
己
の
下
地
上
裳
を

確
保
す
る
事
が
盛
ん
に
行
は
れ
る
に
至
っ
て
、
名
田
は
全
國
に
濫

立
さ
れ
貼
る
の
を
見
る
。
此
事
よ
り
思
ふ
に
，
開
墾
が
名
田
登
生

の
原
國
と
は
考
へ
難
い
。
墾
田
を
私
領
と
な
し
う
る
と
い
ふ
當
時

の
法
翻
に
則
っ
て
、
自
己
の
出
を
さ
う
し
た
開
獲
の
地
で
あ
る
と

號
し
て
、
國
衙
に
封
ず
る
課
役
免
を
得
た
事
は
疑
ひ
な
い
が
、
其

　
　
　
　
　
　
第
十
美
的
　
第
二
號
　
　
三
七
入

は
必
ず
し
も
名
田
が
開
墾
に
よ
っ
て
登
生
し
た
事
の
歴
史
的
事
實

を
物
語
る
も
の
で
は
な
い
。
軍
に
開
嚢
し
た
田
で
あ
る
か
ら
、
國

役
免
を
得
た
い
と
い
ふ
の
で
あ
っ
た
ら
、
わ
ざ
く
名
田
と
言
ふ

新
し
い
名
構
を
作
ら
な
く
と
も
、
墾
田
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、

國
役
免
を
得
た
ら
い
㌔
然
る
に
名
田
と
無
し
た
の
に
は
、
何
か

墾
田
と
違
っ
た
牲
質
を
持
っ
て
る
た
も
の
で
あ
る
と
思
は
ね
ば
な

ら
な
い
。

　
次
に
名
田
が
李
安
末
に
於
い
て
、
急
に
濫
設
さ
れ
る
に
至
っ
た

事
は
、
開
獲
読
に
從
ふ
な
ら
ば
、
此
時
盛
ん
に
開
墾
が
行
は
れ
た

事
と
な
り
、
無
理
を
生
す
る
。
殊
に
當
時
の
記
録
は
開
登
で
あ
る

よ
り
も
、
公
田
の
侵
略
、
課
役
の
三
拝
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
言

っ
て
み
る
。

　
か
、
る
鮎
か
ら
私
は
名
田
を
武
士
と
結
び
つ
け
て
、
．
其
の
下
地

の
確
保
さ
れ
て
い
く
径
路
と
し
て
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

．
略
名
田
は
輩
純
に
用
盆
．
模
確
保
の
程
度
に
勤
ま
る
も
の
と
は
思

へ
な
い
。
表
面
上
は
貴
族
の
保
護
下
に
立
っ
て
、
名
田
を
確
保
し

て
み
る
が
、
三
際
の
勢
力
三
三
は
寧
ろ
貴
族
が
名
主
に
窃
生
し
て

み
る
四
一
に
移
り
つ
、
あ
る
も
の
と
思
ふ
。
爾
考
察
さ
る
べ
き
多

く
の
黙
が
残
さ
れ
て
み
る
が
、
其
等
に
就
い
て
は
他
日
に
待
ち
開

獲
起
源
論
に
封
ず
る
疑
問
の
提
超
に
止
め
る
。
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